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川
越
の
ま
ち
を
歩
く
と
、
古
い
石
積
み
を
見
か
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
地
味
な
存
在
で
あ
る
た
め
見
過
さ
れ
が

ち
で
す
が
、
見
事
な
仕
上
が
り
の
も
の
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。
元
町
2
丁
目
、
高
沢
橋
の
た
も
と
に
あ
る
六む

つ

塚づ
か

稲い
な
り荷

神
社
は
、そ
の
よ
う
な
石
積
み
が
残
る
場
所
の
一
つ
で
す
。

神
社
の
周
囲
を
守
る
よ
う
に
築
か
れ
た
石
積
み
の
正
面

は
、
本
殿
の
基
礎
部
分
と
同
様
の
精
巧
な
加
工
が
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
側
面
は
亀
甲
状
の
石
材
を
巧
み
に
組

み
合
わ
せ
、
堅
固
な
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

神
社
の
裏
の
石
積
み
に
は
、
旧
赤あ

か

間ま

川が
わ

の
洪
水
を
物
語

る
碑
文
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
幕
末
期

に
洪
水
で
石
積
み
が
崩
れ
て
復
興
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
ま
た
、
明
治
43
年
と
大
正
2
年
8
月
に
も
洪
水
が

発
生
し
、
大
き
な
被
害
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
現
在
の
石

積
み
は
、
大
正
2
～

3
年
に
復
興
さ
れ
た

も
の
で
す
。
手
間
暇

を
か
け
た
当
時
の
職

人
技
が
光
る
、
こ
れ

ら
の
石
積
み
。
幾
度

と
な
く
起
き
た
洪
水

の
記
録
で
あ
る
だ
け

で
な
く
、
復
興
に
尽

力
し
た
ま
ち
の
皆
さ

ん
の
、
神
社
を
大
切

に
し
て
き
た
歴
史
で

も
あ
り
ま
す
。

編
集
後
記

	

ど
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ぐ
り
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洪
水
と
復
興
の
歴
史
を
語
る
石
積
み

川
越
市
内
に
数
多
く
あ
る
桜

の
名
所
。
そ
の
中
で
も
北

公
民
館
前
の
新
河
岸
川
両
岸
の
桜

並
木
は
、
毎
年
多
く
の
花
見
客
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
所

で
4
月
7
日
・
8
日
に
、
夜
桜
の

下
を
和
舟
で
く
ぐ
る
「
小
江
戸
川

越
夜
桜
舟
遊
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

舟
の
上
か
ら
見
る
桜
と
光
と
夜
の

闇
が
織
り
な
す
幻
想
的
な
風
景

を
、
2
日
間
で
1
0
2
8
人
が

楽
し
み
ま
し
た
。
お
ぼ
ろ
月
に
照

ら
さ
れ
た
夜
桜
も
い
い
で
す
が
、

光
に
照
ら
さ
れ
川
面
に
映
え
る
夜

桜
も
、
風
情
あ
る
も
の
で
す
ね
。

　お祝いの贈
花として人気
のコチョウラ
ン。野生の物

は、直射日光が遮られる森の中で木の枝などに巻
き付いていて、花は地面に向かって下向きに咲い
ています。湿度の高い場所を好み、雨や霧を吸収
して成長します。
　子どもの頃から植物が好きで、高校生の時から
コチョウランの栽培に興味を持ち始めた森

もり

田
た

康
やす

雄
お

さん（61歳・南田島）。コチョウランを中心に1
年間で約10万鉢のランを栽培しています。台湾
南部など熱帯生まれの野生の物を品種改良して作
った苗を、組織培養で増やして栽培するのが一般

的。川越産は都内から
の需要が多いため、森
田さんはより高品質の
新品種開発もしていま
す。
　普段よく見る、茎が
曲線状のコチョウラン
は、栽培者の技術で形
作られた物。「湿度、光、
肥料、温度、水などを
同時に調整するのが難しいです。のめり込むタイ
プではなく、バランスよく見られる人が栽培に向
きます」と森田さん。花もちは良く、きちんと管
理すると2か月ほど楽しめるそうです。

コチョウラン

石積みは下段が大正2年、
上段が同3年に復興されたもの
石積みは下段が大正2年、
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「樹木に張り付いて育つ生命
力が魅力です」と森田さん
「樹木に張り付いて育つ生命
力が魅力です」と森田さん
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